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(3) チオラート自己集合膜に NADH の酸化反応に対して活性を有する触媒物質を化学結合させることによって，
NADH の電解酸化反応に対して高活性な触媒電極を調製しているo
(4) 電極上に固定されたレドックス活性種のボルタンメトリック挙動に関して， これまで解明されていなかったボル
タモグラムの形状変化が説明できるように理論を補完することに成功している。
以上のように，本論文はチオラート自己集合膜を利用した新規な機能性電極の開発に成功すると共に，未解明であっ
たボルタンメトリック挙動を説明しうる理論式の構築に成功しており，電気化学および電気分析化学分野に対して貢
献するところが大である o よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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